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Title 

A novel PPARγ/NF-κB activation pathway is involved in the protective effect of 
adipose-derived mesenchymal stem cells against ischemia-reperfusion lung injury 
（虚血再灌流肺損傷に対する脂肪由来間葉系幹細胞の保護効果には、新規のPPARγ/NF-κ

B活性化経路が関与している） 
論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

脂肪由来幹細胞（ADSCs）は、虚血再灌流肺損傷（IRLI）を抑制する能力を持つことがよく知られている。本研

究の第一の目的は、ADSCsが虚血再灌流肺傷害に対する保護作用に関する機序を解明することである。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

C57BL6Jマウスの肺門クランプモデルを用いた。肺門クランプを1時間行い（虚血）、1時間後に閉塞を解除し

（再灌流）、3時間後に犠牲死させた。RNAシークエンス、生理機能、病理所見、タンパク質解析、炎症性サイトカ

インの発現を評価した。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

 肺ガス交換と肺水腫、病理所見はIRLI/ADSCs群でIRLI群と比較して有意に改善した。RNAシークエンス解析の結

果、ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体γ（PPARγ）/核内因子κB（NF-κB）がADSCsの効果に関与している

可能性が示唆された。IRLI/ADSC群にPPARγアンタゴニストを投与すると、生理機能が低下した。さらに、PPARγ

アンタゴニスト投与群では、PPARγ蛋白発現量が減少し、NF-κB蛋白発現量が増加した。さらに、PPARγアンタゴ

ニスト投与群では肺組織および血液検体の炎症性サイトカインが悪化した。 

結論 

ADSCsの投与はマウスのIRLIに対して有意な保護効果を示し、その効果はPPARγアンタゴニストの投与により減

弱した。ADSCsの投与によるIRLIに対する保護効果はPPARγ/NF-κB経路の活性化に起因すると思われた。 

 




